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【森林整備課】 



徳島県の森林・林業について 
 主要指標  

ha ha 

※ H27年度版「みどりの要覧」より
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林業をとりまく情勢  

 県産材の生産量 
  Ｈ１６ １７４千ｍ３ 
  Ｈ２６ ２７９千ｍ３ 
  
  Ｈ３６ ６００千ｍ３に！ 

スギ、ヒノキ人工林齢級構成 

人工林面積の６１％が 
50年生以上 

収穫期 

 県産材の自給率 
  Ｈ１６ ２２％ 
  Ｈ２６ ５１％ 

 県内木材需要量(H26) 
  ５９２千ｍ３ 
   県産材 269千m3 
   他県材 152千m3 
   外  材 171千m3 

 参考：搬出間伐の実施による収支計算例 
 
  間伐材売上等収入 17,010円/m3(補助金含む) 
  生   産   経   費  13,107円/m3  
  ※森林所有者への還元 約３千円/m3 → 約20万円/ha 
             (間伐材 70～80m3/haの出材を想定) 



林業プロジェクトへの取り組み  

◆「新間伐システム」の構築及び導入 ●県産材生産量 H16:174千m3→H26:279千m3

◆新間伐システムオペレーターの育成 ●「新林業生産ｼｽﾃﾑ」導入数　50ｾｯﾄ

◆合板用原木の流通・加工体制の整備 ●新規林業就業者数　228人

◆搬出間伐のさらなる推進 ●県産材の自給率　H16:22%→H26:51%

◆建設業から林業への参入支援 ●県内消費量　H16:54千m3→H26:111千m3

◆ＭＤＦ原料への供給 ●製材JASの認定工場数　15工場

◆主伐にも対応した「新林業生産システム」の導入 ●県外･海外への県産材出荷量

◆大型製材工場の誘致・本格稼働 H16:134千m3→H26:168千m3

◆徳島県県産材利用促進条例の制定 ●徳島県県産材利用促進条例　H25.4施行

林業再生プロジェクト（平成１７年度～平成１８年度）

林業飛躍プロジェクト（平成１９年度～平成２２年度）

次世代林業プロジェクト（平成２３年度～平成２６年度）

林業生産分野

木材加工分野

木材利用分野

Ⅱ．林業プロジェクトの展開 Ⅲ．主な成果



新次元林業プロジェクトの展開 
 地方創生の実現に向けて  

新次元林業プロジェクト（平成２７年度～平成３６年度）

主伐から造林、保育までの「森林サイクル」を取り戻し、雇用の創出とともに、森林資源の循環利用による森林・林業を

核とした「地方創生」の実現を目指す。

 ■県産材の生産・消費量 H16:１７万m3 H26:２８万m3 H36:６０万m3

 ■新規林業就業者数(累計) H16:－人 H26:２２８人 H36:５４６人

① 「ウッド・ソリューションセンター」の設置、造林の負担軽減等

② 主伐に対応する「新林業生産システム」の導入、路網整備の推進

③ 「とくしま林業アカデミー」の開講、林業就業施策の推進等

① 増産に対応した「まるごと利用」の加工体制の整備、ブランドの強化等

② 原木流通体制の強化、徳島県(津田)木材団地の整備推進等

③ オリンピックや輸出に対応する商品開発、大経材の商品化等

① 「木造建築ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ」による公共木造の推進、非住宅での利用推進等

② 「木育広場」、「木造建築学校」の設置による木材利用を進める人材育成

③ 首都圏、海外への販路拡大、徳島すぎの情報発信等

商品開発

川下〈木材利用〉

県内需要

木 育

県外需要

海外輸出

流通体制

川上〈林業生産〉

川中〈木材加工〉

担 い 手

生産基盤

森林施業

加工体制

戦略目標

林内路網整備目標 
 H30年度までに 
 ５７０ｋｍを整備 
 
年間整備量１５０ｋｍ 
うち林道 １５ｋｍ/年 



林道事業が担う役割 
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林道事業が担う役割 
高性能林業機械の導入 
 
 
・生産性向上 
・森林施業の推進     地方創生 
・労働条件の改善 
・安全性の向上 

保健休養 
レクリエーション 

地域の生活道として 

地域交通 
の改善 

 

広がる新たな活用 



国・県道等 

林道事業の概要 
 複合路網のイメージ 
   ～林道の位置付け～ 

A集落 
B集落 

森林基幹道 

森林管理道 

森林作業道 

国・県道等 



高性能林業機械による 
搬出間伐の実施 

森林作業道 

林道事業の概要 
 複合路網のイメージ 
   ～林道の位置付け～ 

森林基幹道を使い 
木材市場まで１０トン 
トラックで伐木を運搬 

森林基幹道 

森林管理道 
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森林基幹道 広岡池ヶ谷線 
位 置 図 

全体計画 10,700ｍ 

供用済 
L=3,762m 

進捗率 ７３％ 

計画区間 
L=2,937m 

広岡池ヶ谷線 

林道笹無池ヶ谷線 

供用済 
L=4,001m 

 
幅   員 ３.５～４.０ｍ 
延   長 １０,７００ｍ 
総事業費 １,８７７百万円 
事業期間 ２８年間 
      （Ｈ８～Ｈ３５） 
 
利用区域面積 ５８１ｈａ 
（利用区域内の人工林率＝８０％）  

林道石吹越線 

起点 

終点 



森林基幹道 広岡池ヶ谷線 
計画遠景 

遠 景 

至 起点 

至 終点 



森林基幹道 広岡池ヶ谷線 
起終点状況 

① 起点 

起点の標識 

終点 

終点の標識 

林道 
笹無池ヶ谷線 起点 

② 終点 



森林基幹道 広岡池ヶ谷線 
森林整備状況 

森林作業道設置状況 

搬出間伐の実施状況 

間伐前の森林 

間伐後の森林 

整
備
前 

整
備
後 

林道 

森林 
作業道 



費用対効果分析 

評価期間（６８年間）＝事業期間（２８年間）＋耐用年数（４０年間） 

総費用（Ｃ）＝２６億６，３２２万７千円 

総便益（Ｂ）＝３３億４，８４８万２千円 

費用対効果指数（Ｂ／Ｃ）＝１．２６ 

森林基幹道 広岡池ヶ谷線 
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供 用 区 間

開 設 計 画 区 間

利 用 区 域

利 用 区 域 控 除

森 林 整 備 計 画 区域

森 林 整 備 実 施 区域

国 道

県 道

町 道

国 有 林

既 設 林 道

森 林 作 業 道

写 真 番 号

凡　　　　　例

①

森林基幹道 樫尾阿佐線 
位 置 図 

起点 

終点 

国道４３９号 

 
幅   員 ３．５～４．０ｍ 
延   長 １１，１４０ｍ 
総事業費 ２,２２２百万円 
事業期間 ２５年間 
      （Ｈ１８～Ｈ４２） 
 
利用区域面積 ２，４６０ｈａ 
（利用区域内の 
      人工林率＝６４％）  

 全体計画 11,14０ｍ 

 供用済 
 L=1,733m  

進捗率 ５７％ 

樫尾阿佐線 

 計画区間 L=4,779m  

 供用済 
 L=4,628m  



事業地遠景 

起点側からの計画地遠景 

森林基幹道 樫尾阿佐線 

中間付近の遠景 

至 起点 至 終点 
至 終点 至 起点 



起終点状況 

起点（国道４３９号線より分岐） 終点（林道阿佐名頃線より分岐） 

森林基幹道 樫尾阿佐線 

国道439号 

終点 

起点 
終点 

起点の標識 
林道 
阿佐名頃線 



森林基幹道 樫尾阿佐線 
森林整備状況 

高性能林業機械による搬出間伐 主伐の実施状況 



費用対効果分析 

評価期間（６５年間）＝事業期間（２５年間）＋耐用年数（４０年間） 

総費用（Ｃ）＝１９億１，４０５万７千円 

総便益（Ｂ）＝２７億２，２１０万９千円 

費用対効果指数（Ｂ／Ｃ）＝１．４２ 

森林基幹道 樫尾阿佐線 


